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「ふるさと」の魅力

第６０号に続き、増田良行先生が書
いた絵を掲載しました。これは、本校
事務室の壁面に掲げられています。

「ゆったり のどかな 出羽の道
山と海 史蹟の ふるさと 象潟」

山は鳥海、海は象潟の入り江、史蹟
は蚶満寺、画面左下には合歓の花が描
かれていると思われます。
松尾芭蕉が訪れた象潟については、

本校でもジオパークの学習で取り扱っ
たり、国語の授業で俳句づくりを通し
て、ふるさとの学習教材として活用し
ております。
日本を代表する作家司馬遼太郎の「街道をゆくシリーズ」に、「秋田県

散歩、飛騨紀行」があります。秋田県散歩には「象潟」に関する記述が多
く登場し、司馬遼太郎の興味・関心の高さがうかがえます。芭蕉や司馬、
正岡子規など、それぞれの時代に象潟を訪れた人々は、眼前の風景を見て、
何を感じ、心に刻んだのでしょうか。
時代は 2022（令和４）年、先人が見た景勝地「象潟」や鳥海山と、仁高

生諸君が見ている風景は、自然の力で陸化したり、山並が変化したとは言
え、紛れもなく同じ風景なのです。
人は、この地に生まれ育ち日常生活を送ることで、目にする風景や季節

のうつろひに無関心になってゆきます。これを機に新鮮な気持ちで、ふる
さとの風景に向き合ってください。よく見る、意識的に見つめる、耳を澄
ますなどの主体性を持って、「ふるさと」を心のなかに保存しましょう。
石川啄木は「ふるさとの山に向かひて言ふことなし ふるさとの山はあ

りがたきかな」と詠んでいます。啄木にとって、ふるさとの山は岩手山で
しょうか。彼の心情を想像してみてください。万感胸に込みあげてくる感
情、言葉にできず、ただただふるさとの山は、しみじみありがたいものだ
と詠う啄木の心境を思う時、私達の眼前にそびえる鳥海山を見るまなざし
は、変わってくるのではないでしょか。

秋田県では「ふるさと教育」を推進しています。生徒諸君が、小学生や
中学生の頃、ふるさとの自然、産業、文化等を調べて、自分の生まれた身
近な場所について学んだと思います。インターネットで検索したり、実際
に聞き取りをしたりと、教科書で学ぶ一般的な知識とは異なり、新しい発
見があったと推察します。
皆さん一人ひとりには、出生地があります。生まれたところを「ふるさ

と」という場合もあれば、これまでの人生でもっとも思い出深いところを
「ふるさと」と定義する人もおります。私が歩んできた人生には、「ふる
さと」への郷愁が、一時たりとも心から離れません。私にとって「ふるさ
と」は、「精神的なよりどころ」なのです。
事務室の絵を見るたびに、霊峰鳥海の裾野にそびえる我が仁賀保高校が

「心の故郷」として、仁高生の精神的支柱になってほしいと願っています。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！

★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


